
 

 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和６年 １１月２９日（金）Vol.３０ 
学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 

「仲間も自分も大切に」「感動・感謝を大切に」 

「団結・協力を大切に」「命を大切に」 

遊びをせんとや生まれけん 

【５歳児と１５歳児の背比べ。比べてみる

と、身長差は約２倍。よく食べ、よく寝て、

よく遊び、腕白でもいいから、たくましく育

ってほしいものです】 

２５日(月)、３Ｂが家庭科の授業の一環で、幼稚園実習を行い、近隣の幼稚園にお世話になりました。

この日のために、フェルトでかわいらしい名札を作り、図書館司書の先生に読み聞かせの何たるかを教わ

り、幼児の発育について学習してきた３年生、満を持して、幼稚園の門をくぐりました。 

たくさんの園児に歓迎され、女子が早くも黄色い声を上げて喜びを爆発させました。男子も目を細めて

うれしそうな表情。 

３Ｂが合唱曲「青い鳥」をプレゼントすると、園児たちは、お礼に「ジングルベル」を披露してくれま

した。２時間足らずの短い時間ですが、園児もお兄さんもお姉さんも、全力で楽しく過ごしました。 

【練習の成果を生かして、読み聞かせ。日頃か

ら「リアクションを大切に」と声を掛け合って

いる中学生ですが、園児のリアクションもとて

もよく、楽しんでくれました】 

【「すごいね！」と声をかけると、アクロバ

チックな技を次々に披露してくれる鉄棒遊

び。「見て！お姉さん、見て!」と、さらに技

は進化。中学生が本気で感心しています】 

【遊動円木にまたがって、２人でまったりと

揺られています。この丸太が、飛行機にもド

ラゴンにもなるから面白い。子どもの想像力

は無限大ですね】 

【園児は砂場が大好き。山を作って穴を掘っ

て水を流せば、ずっと遊んでいられます。中

学生が「こっちも掘ってみようよ」「水、流

しちゃう？」と積極的です】 
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【園児が走る！先生も走る！中学生ももちろ

ん走る！どこに向かって走っているのか、も

しかしたら園児も分からないのかもしれませ

ん。走りたいから走る。それが遊び時間】 
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生徒による生徒のための集会 
１４日(木)、生徒会本部が中心となって、生徒集会を実施しました。主な内容は、全校合唱、折り鶴平和使節団

活動報告、中学生議会報告の３つでした。 

全校合唱「時を越えて」では、歌詞に込められた気持ちを、歌でどのように表現するか…先日の合唱コンクール 

 

【じっくり、じっくり、熟成中……】 

① 

③ 

② 

④ 

【果肉もエキスも全部いただきます】 

あまり知られていないかもしれません

が、本校には、実のなる樹木がたくさん

あります。 

梅もその一つ。６月上旬に虹組と空組

が梅の実を取って、じっくりと漬け込ん

で熟成させて……ついに、おいしい梅シ

ロップが完成しました。 

これらを加工して作ってくれたのが、

右下の写真の４品。 

①さっぱりした優しい味の梅ゼリー 

②虹空、秘伝の熟成梅干し 

③炭酸と酸味が刺激的な梅ジュースの

ソーダ割り 

④大粒の梅がゴロッと入った梅寒天 

１４日(木)、空組の生徒たちが、完成 

したものを校長室に届けてくれました。 

これがまたたいへん美味しく、甘みと 

酸味のバランスが絶妙でした。 

梅と空と虹と 

【竿で梅の実を、優しくたたき落とす！】 【一粒ずつ、入念に吟味して選別】 

これからも、仲間と力を合わせて、様々な分野の活動に挑戦することを期待しています。……ああ、そ

れにしても、こうして思い出すだけでも、唾液腺が刺激されます……。 

で、講師の先生からご指導をいただ

き、この日の合唱も、その教えをしっ

かりと生かすことができました。 

続いて、８月７日に、使節団の一員

として長崎市に派遣された生徒が、被

爆遺構を見学し、記念式典に出席した

様子を、スライドを使って報告してく

れました。 

原子爆弾や、破壊されたままの鳥居

の写真などを見て、「私たちがこれか

らできることは、原爆について学び、

発信することと、被爆者の声に耳を傾

けることです」とまとめました。 

最後は、８月２１日に行われた２人

の生徒から、中学生議会の様子を報告

してくれました。 

当日の議会では、「登下校中の交通

事故防止について」と、「不審者対策 

【みんなで歌える貴重なひとときを、これからも大切にしていきましょう】 

【原爆の被害や式典の様子について、スライ

ドにまとめて説明しました】 

について」をそれぞれ質問し、市としての対策や、中学生に気をつけてほしいことなどについて、答弁があっ

た、とのことでした。 

交通安全も防犯も、まずは自分の身を自分で守ることが大切です。日没が早まった現在、暗い道での一人歩き

など、くれぐれも気をつけてほしいものです。また、法律の改正があり、自転車の危険な乗り方について罰則が

強化されたことも、再確認したいところです。 

競い合い、磨き合う行事だけでなく、仲間を認め合い、学び合うひとときも、たいへん価値のあるものです。

これからも、学級、学年、全校で、生徒が主体となって話し合い、聴き合う場面を大切にしたいと考えます。 

【中学生議会に出席した２人も、スライドを

使って報告しました】 


